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閉塞部位, 虚血時間, 治療法で両群間に有意差は

認め られな か っ たが
,

死亡群 の 生存期間は閉塞部

位, 治療法に影響される傾 向があ っ た . また生存

群 は比較的長期入院を強 い られ, その 期間は閉塞

部位, 治療法に影響される傾向があ っ た
.

2 12 1 　大腸全摘症例の検討
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平成 5 年より 1 9 例に大腸全摘を行 っ た . 潰癌

性大腸炎 ( U C) 難治 ･ 重症例 1 1 例
,

U C 直腸癌

合併 3 例,
ポリ ポ ー シ ス 癌化 4 例 , 多発進行大腸

癌 1 例 で あ っ た
. 術式 は, U C 重症例 は大腸全

摘＋J 型 回腸嚢虻門吻合 (I A A) 9 例 ( 2 期 6 例 ,

3 期 3 例) , 大腸全摘＋ M ile
'

s 手術 1 例
,

U C 直腸

癌合併は 3 例 と も大腸全摘＋ M il e

'

s 手術, ポリ

ポ ー

シ ス 癌化 2 例 は大腸全摘＋IA A , 2 例 は大腸

全摘＋ M il e
'

s 手術, 多発進行大腸癌は残存大腸

切除であ っ た . 予後は
,

U C 重症例で 1 回目の 術

後多臓器不全で死亡した
. U C 直腸癌合併 2 例 と

ポ リ ポ ー シ ス 癌化 2 例 は癌再 発 に て 死亡 した
.

I A A 2 例は術後 の 回腸嚢炎 に て ス テ ロ イ ドを継続

し て い る. 回腸嚢炎以外 の I A A 例は, 排便回数 4

- 5 回/ 日と良好な結果であ っ た.

2 2 　 C T  e n e m a に よ っ て 術 前 注 腸 造 影 検 査 を 省       

略できる か ?

辰川貴志子・永田浩一・遠藤俊吾     
･

工 藤 進 英

昭和大学横浜市北部病院消化器 セ ン タ
ー

【目的】 当院で は大腸癌 の 術前検査と して
,

m ul -

tid et e ct o r
-

r o w C T による 3 D - C T 撮影を行 っ て

い る . C r e n e m a ( 以下 C T E) で の 病変 の 描出能

と壁変形による深遠度診断能に つ い て解析 した .

【方法】 対象は大腸癌2 3∂症例 2 7 0 病変と し,

c T E による病変の描 出能, 及び壁変形と組織学的

壁深達度を対比した . 壁変形の程度は, 側面変形

像か ら, n o d ef o r m ity , slig ht , m ild , m o d e r at e ,

s e v e r e に分類 し た .

【成績】c T E で の 病変描出能は
,

9 6 . 7 % ( 26 1 /

2 7 0 病変) であ っ た
. C T E による壁変形と深達度

と の 間に相関がみ られた
.

【結論】 c T E で の 病変描出能と深達度診断能 は

良好で あり, 術前注腸造影検査は省略 で き ると考

える .

2 3　大腸癌肝転移に対する肝動注カテーテルが十         

二指腸内に穿通した1例   
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丸山聡     

県立新発 田 病院外科

症例 は 7 6 歳男性. 肝転移を伴う上行結腸癌 に

対 し右半結腸切除術, 及び右胃大網動脈より肝動

注 カ テ
ー

テ ル 留置術施行. 以後 5 - F U , ア イ ソポ

リ ン による肝動注化学療法を開始 . 第 18 4 病日よ

り黒色便 が出現,
上部消化管内視鏡検査 を施行 .

十二 指腸球部に潰癌を認め , その 中央より肝動注

カ テ ー テ ル が十二 指腸内に穿通し て い る所見を認

めた . C T , 内視鏡に て カ テ
ー

テ ル 先端が十二指腸

内にある こ とを確認後, 開腹下に カ テ ー テ ル 抜去

術施行. 術後第 2 病日 胃管チ ュ
ー ブより 出血 し

,

血管造影検査に て胃十二 指腸動脈分岐部付近の 出

血像を認め
,

コ イ ル塞栓術を施行. その 後出血な

く経過した . 肝動注化学療法に伴う稀な合併症を

経験 した の で報告する .

24　手術治療後にマイクロセレクトロン放射線治  

療を行 っ た肝内外胆管癌の 1 例
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今回我々 は肝内外胆管の ほぼ全域 に癌を認めた

症例に, 切除後に マ イ ク ロ セ レ ク ト ロ ン放射線治

療を行 っ た症例を経験 した の で 報告する .

症例 は 6 2 才男性 . 糖尿病 で 3 年前より治療中




